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  研究要旨 本研究では、地域医療の中でオンライン診療を有効
に活用した好事例の収集を行い、オンライン診療の導入場面から
安定したフォローアップに至るまでの経過をまとめる。ヒアリン
グでは、好事例におけるオンライン診療導入までの経緯、対面で
はなくオンライン診療を選択した背景、導入によって得られた効
果など、症例ごとに27の項目について情報収集を行う。 

 

 
       Ａ．研究目的 

本邦では、離島・僻地など医療資源が確保で
きない地域、あるいは基本的な医療資源があ
っても精神科専門医が不足している地域が
随所に存在する。独居高齢者の増加も大きな
問題である。令和6年1月には能登半島地震が
発生し、復興支援におけるニーズも改めて浮
き彫りになった。 
今後求められるのは、オンライン診療が 

地域における医療提供のあり方の一つと 
して適切に普及し、地域の医療体制への貢 
献を果たしていくことである。R6年度の診 
療報酬改定を経て活用の拡大が予想され 
るが、多くの精神科医師はオンライン診療 
の経験がなく、ノウハウが共有されてい 
ない。患者によっては自治体の支援が必要 
になるケースもあるが、自治体間の事例共 
有も不十分である。また、医療機関が近隣に
ない等の理由でオンライン診療の活用が有
用であると思われる患者でも、ITリテラシー
が低い等の理由から必ずしも使いこなせな
いケースは多く想定される。そのような場合
には適宜、自治体との連携が必要となるが、
その方法も具体的に示されることで、こうし
たニーズにも適切に応えることが可能であ
る。  
Ｂ．研究方法 
１．オンライン診療のための医師向け手引書 
の策定        
  本課題では、オンライン診療を初めて実践
する医師を想定した手引書を策定する。遵守
事項の説明のみならず、オンライン診療の導
入方法や、患者への説明、診療で注意すべき
こと、質を保つための工夫等にも触れる。 
２．地域医療の中でオンライン診療を有効に
活用した好事例の収集 
初年度に収集した27例の精神科オンライン
診療の初診または初診類似例について、ケー
スシリーズ研究を実施した。また実施にあた
り、倫理審査も行なった。 
Ｃ．研究結果 
１．オンライン診療のための医師向け手引書 

 
【好事例の内訳】 
 
（受診形態） 
・本人のみ10、家族のみ3、家族同伴6、保健士同伴3
（うち1例は保健師・家族同伴）医師同伴4  
 

１．オンライン診療のための医師向け手引書 
書の策定   
「精神科領域におけるオンライン診療実践の手
引書」を作成し、その内容や公表方法について、 
日本精神神経学会などの関係先に照会を行っ
た。 
Ｄ．考察 
本研究で得られた好事例・導入支援事例は、多く
の臨床家・自治体の参考になるものであると考
えられた。 
Ｅ．結論 
収集した好事例をケースシリーズ研究として論
文化するとともに、臨床家が参考にできるオン
ライン診療実践の手引書を作成することができ
た。今後、これらの成果を発信し、適切なオンラ
イン診療の普及に寄与するよう努める 
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